
今、私たちにできることを～SDGｓ
1月29日の全校集会では、SDGsについての話をしました。気

候変動による異常気象、自然環境の破壊、多発する紛争…私た

ちの世界には解決しなければならない課題がたくさんあります。

SDGs＝Sustainable（持続可能な）Development（開発)Goals

（目標）とは、世界が抱える様々な問題を解決して、よりよい

未来をつくるための17の目標（ゴール）と169の具体的な取組

目標（ターゲット）のことです。2015年に国連総会で採択され、2030年までの達成を

目指しています。

全校集会では、生徒の身近な題材である水を取り上げ、日本ユニセフ協会の「水を得る

ためにどのくらい歩けますか」と「13歳 アイシャの1日～水を得るために～」という動

画を見て考えてもらいました。エチオピアのアイシャが水くみに費やす時間は1日8時間、

１日に使う水の量は５Lほどです。私たち日本人がトイレで流す水の量は１回につき６L

～10Lということを考えると、アイシャが１日かけて汲んできた水を私たちは１回で使い

切ってしまうことになります。他人事として考えるのではなく、ぜひ、今、私たちにでき

ることを考え、実践して欲しいと投げかけました。

では、私たちには何ができるでしょうか？実は、その問いには正解はありません。なぜ

なら、SDGｓにはこうしなさいというルールや決まりが一切ないからです。

私たちが学校でやっている活動もSDGｓにつながっているものが多くあります。例え

ば次のような活動です。

１年生 ２年生 ３年生「松井田恩返しプロジェクト」

「ふるさと松井田再発見」 「職場体験学習」 フード・ドライブ 地域の清掃活動

私たち一人の力は微力かもしれませんが、無力ではありません。今回の

話をきっかけにSDGｓに向かってできることを生徒自ら主体的に考え、学

年や委員会で実践につなげて欲しいと思います。
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松中生の活躍
様々な場面で松中生の活躍が見られます。全部は紹介できませんが、これまでの活躍を

紹介します。（敬称略）

部活動
○女子卓球部
・群馬県中体連卓球部第６次強化練習会兼西毛地区大会 ２年生以下の部 第３位

メンバー：

・群馬県中体連卓球部第６次強化練習会兼西毛地区大会 １年生の部 準優勝
メンバー：

＊２年生以下の部、１年生の部ともに、３月２日に行われるVICTAS杯争奪群馬県中
学校春季選抜卓球大会に出場します。

○吹奏楽部
・第15回群馬県西部地区アンサンブルコンテスト 管楽七重奏 銀賞

メンバー：

・第15回群馬県西部地区アンサンブルコンテスト 管楽三重奏 銅賞
メンバー：

・第25回かぶら新人演奏会 出場

作文
・第73回“社会を明るくする運動”作文コンテスト

群馬県更生保護女性連盟会長賞 ２年A組 ○○ ○○

・中学生の「税についての作文」コンクール
群馬県高崎行政県税務署長賞 ２年C組 ○○ ○○

・中学生の「税についての作文」コンクール
高崎税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞 ２年A組 ○○ ○○

上毛かるた
・第18回安中市上毛かるた大会 中学生個人優勝（県大会出場）２年A組 ○○ ○○
・第18回安中市上毛かるた大会 中学生個人準優勝 ２年B組 ○○ ○○
・第18回安中市上毛かるた大会 中学生団体不戦勝（県大会出場）

２年C組 ○○ ○○・１年A組 ○○ ○○・１年A組 ○○ ○○


